
〈
史
料
紹
介
〉

「
(
仮
題
)
元
治
元
年
八
月
学
林
所
化
上
書
」

ー
西
本
願
寺
学
林
に
お
け
る
「
外
学
」
受
容
の
一
齢
|

一
、
は
じ
め
に

今
回
紹
介
す
る
史
料
は
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
に
保
管
さ
れ
て

い
る
、
表
紙
に
「
上
」
と
の
み
記
さ
れ
た
仮
綴
じ
の
冊
子
で
あ

る
。
寸
法
は
縦
二
七
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二

0
・
二
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
、
七
丁
。
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
、
学
林
所
化
が

西
本
願
寺
(
以
下
、
本
願
寺
)
に
対
し
て
提
出
し
た
建
言
書
で
あ

る
。
「
元
治
元
年
八
月
学
林
所
化
上
書
」
と
仮
に
題
し
て
お
く
。

本
願
寺
が
、
幕
末
期
に
宗
学
の
他
に
「
外
学
」
を
積
極
的
に
修

得
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
拙
稿
を
含
め
た
先
行
研
究
で
示

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
本
願
寺
の
僧
侶
養
成
機
関
で
あ
る
学
林
で
は
、
真
宗
学

(
宗
乗
)
・
仏
教
学
(
余
乗
)
を
中
心
と
し
た
学
聞
が
講
じ
ら
れ
て

林

32 

健

太

い
た
。
し
か
し
、
近
世
の
後
期
に
な
る
と
、
儒
学
・
国
学
の
立
場

か
ら
排
仏
論
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た

め
に
僧
侶
も
儒
学
や
国
学
な
ど
の
「
外
学
」
を
学
ぶ
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

学
林
に
お
け
る
「
外
学
」
受
容
の
過
程
を
大
ま
か
に
記
し
て
お

こ
う
。
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
天
保
二
年
(
一
八
三
二

に
、
国
学
な
ど
の
「
外
典
」
を
学
林
の
蔵
書
と
し
て
購
入
し
た
い

旨
を
学
林
看
護
か
ら
本
願
寺
へ
願
い
出
た
こ
と
で
あ
る
と
い
え

る
。
そ
の
後
、
天
保
七
年
に
僧
侶
の
学
階
昇
進
の
試
験
に
お
い
て

も
、
「
外
学
」
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

得
業
選

(
中
略
)

一
兼
学
試

日



兼
学
分
而
五
科
と
す
。
一
他
学
科
、
二
国
学
科
鯛
歌
、
三

儒
学
科
耕
文
、
四
暦
術
科
、
五
書
学
科
。
・
:
又
国
学
・
儒

学
ハ
題
を
与
へ
、
和
歌
・
詩
文
章
を
作
ら
し
め
、
或
ハ
国

書
・
儒
書
の
要
節
を
研
討
す
へ
し
。
暦
術
科
の
如
き
ハ
其

時
ニ
応
し
て
日
月
行
度
、
或
ハ
歳
差
等
の
論
に
及
ふ
へ

1
レ。

(
中
略
)

一
宗
乗
・
他
部
・
国
学
・
儒
学
・
暦
術
・
書
学
之
内
、
其
一

業
ニ
熟
練
之
道
心
篤
実
之
者
ハ
、
可
挙
得
業
。
但
し
余
之

一
業
ニ
長
し
候
共
、
宗
学
ニ
未
熟
之
者
ハ
選
之
限
ニ
あ
ら

す
・
:

当
時
の
学
階
に
は
、
上
か
ら
勧
学
・
司
教
・
助
教
・
得
業
が
あ

っ
た
。
こ
の
昇
階
試
験
に
は
、
学
林
で
「
餐
試
」
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、
本
願
寺
で
行
わ
れ
る
「
殿
試
」
に
合
格
し
て
は
じ
め
て
昇

階
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
饗
試
に
は
正
学
試
・
兼
学
試
の
二

科
目
が
あ
り
、
兼
学
試
は
他
学
・
国
学
・
儒
学
・
暦
術
・
書
学
の

う
ち
か
ら
選
択
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
か
た
ち

で
、
学
林
の
登
科
制
度
に
「
外
学
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
儒
学
は
詩
作
を
さ
せ
、
国
学
は
題
を
も

と
に
和
歌
を
詠
む
題
詠
や
国
書
の
要
節
に
つ
い
て
答
え
さ
せ
る
な

ど
し
て
い
た
。

し
か
し
、
排
仏
論
の
主
張
が
激
し
い
も
の
に
な
る
に
つ
れ
、
本

願
寺
も
正
面
か
ら
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

甲
子
安
居
以
来
再
三
之
建
白
難
有
之
、
対
無
拠
訳
柄
且
時
勢

不
被
及
御
沙
汰
候
得
共
、
以
来
於
林
門
、
外
学
取
交
破
邪
顕

正
可
致
、
就
而
者
正
兼
外
之
三
学
策
進
有
之
、
厳
護
法
城
可

致
旨
被
仰
出
之

但
、
国
学
外
典
、
又
者
神
書
天
文
外
学
等
、
都
而
仮
ニ
可

用
勧
学
寮
候
事

辰
二
月

こ
の
史
料
は
、
慶
応
四
年
(
一
八
六
人
)
二
月
に
、
本
願
寺
か

ら
学
林
へ
出
さ
れ
た
達
書
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
所
化

ら
が
本
願
寺
に
対
し
て
、
再
三
「
外
学
」
を
学
習
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
建
言
し
て
お
り
、
慶
応
四
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
本
願

寺
が
「
外
学
」
の
修
得
を
許
可
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

学
林
の
看
護
・
参
事
が
筆
記
し
た
事
務
日
誌
『
学
林
万
検
」

は
、
元
治
元
年
の
記
録
が
欠
落
し
て
お
り
、
当
時
の
様
子
を
窺
い

知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
つ
ま
り
、
従
来
は
『
厳
護
録
』
に
記
さ

れ
て
い
た
、
「
甲
子
安
居
以
来
再
三
之
建
白
」
と
い
う
部
分
か
ら

し
か
、
元
治
元
年
に
所
化
ら
が
学
林
に
対
し
て
「
外
学
」
の
講
座

を
設
置
す
る
よ
う
に
建
白
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
建
白
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
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た
か
も
知
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
た
だ
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

こ
の
建
白
書
が
そ
の
「
甲
子
安
居
以
来
再
三
之
建
白
」
の
初
見
史

料
で
は
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
初
め
て
の
建
白

を
承
け
て
、
今
回
紹
介
す
る
建
白
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
本
史
料
を
紹
介
す
る
意
義
は
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

こ
こ
で
、
少
し
本
史
料
の
内
容
を
解
説
し
て
お
き
た
い
。
元
治

元
年
(
一
八
六
四
)
に
西
本
願
寺
は
火
災
を
受
け
て
そ
の
多
く
の

施
設
を
失
っ
た
。
学
林
も
講
堂
・
寮
舎
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
防
火
活
動
に
あ
た
っ
た
学
林
所
化
も
い

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
町
中
が
大
混
乱
で
あ
っ
た
と
い
う
。

所
化
ら
は
、
学
林
を
再
建
す
る
に
あ
た
っ
て
、
平
田
篤
胤
ら
国
学

者
の
排
仏
論
に
対
応
す
る
た
め
の
方
策
を
建
言
し
た
。
具
体
的
に

は
、
「
儒
学
館
・
他
学
館
・
宗
学
館
」
を
設
け
、
全
国
か
ら
有
能

な
人
材
を
集
め
る
こ
と
で
排
仏
論
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
に
勧
学
南
渓
が
、
破
仏
の
状
況
に

対
応
す
る
よ
う
本
山
に
建
白
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
何
度

か
学
林
所
化
ら
に
よ
っ
て
本
山
へ
の
建
言
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、

本
史
料
を
見
る
限
り
、
本
山
は
そ
れ
ら
に
対
応
し
て
い
な
か
っ
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

【註】(1)
『
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史
』
通
史
編
上
、
二
O
O
O
年
。
拙

稿
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
西
本
願
寺
の
危
機
意
識
|
学
林
の
改

革
と
皇
学
講
師
法
蓮
の
思
想
に
注
目
し
て
|
」
『
龍
谷
日
本
史
研

究
』
一
一
一
九
、
二
O
二
ハ
年
。
拙
稿
「
幕
末
期
西
本
願
寺
学
林
に
お

け
る
「
外
学
」
受
容
と
そ
の
展
開
|
党
暦
の
研
究
を
中
心
と
し
て

|
」
「
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
一
一
九
、
二
O
一七

年。

(
2
)
留
役
所
『
学
林
諸
記
』
天
保
七
年
六
月
九
日
条
、
『
龍
谷
大
学

史
報
』
十
三
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
(
大
学
史
資
料
室
)
、
二

O
一
三
年
、

I
l
E
頁。

(3)
『
厳
護
録
』
、
『
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史
』
史
料
編
三
、
一
九

九
O
年
、
九
六
頁
。

(4)
拙
稿
「
幕
末
期
西
本
願
寺
教
団
の
動
向
と
学
林
|
本
山
改
革

の
言
上
書
の
分
析
を
通
し
て
|
」
『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
二

O
(
二
)
、
二
O
二
ハ
年
。
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【
凡
例
】

一
、
「
(
仮
題
)
元
治
元
年
八
月
学
林
所
化
上
書
」
は
本
願
寺
史
料

研
究
所
保
管
文
書
で
あ
る
。

一
、
原
本
の
形
態
を
可
能
な
限
り
残
す
よ
う
に
つ
と
め
た
が
、
読

み
や
す
く
す
る
た
め
句
読
点
・
並
列
点
を
付
し
た
り
、
改
行

し
た
箇
所
も
あ
る
。



て
原
本
に
使
用
さ
れ
て
い
る
古
体
・
異
体
・
略
体
等
の
文
字

は
、
原
則
と
し
て
正
体
も
し
く
は
現
在
通
用
の
字
体
に
改
め

た
が
、
固
有
名
調
や
字
体
の
甚
だ
し
く
異
な
る
も
の
な
ど
は

原
本
の
字
体
を
存
し
た
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
者
(
は
)
、

江
(
え
・
へ
)
、
茂
(
も
)
、
而
(
て
)
、
与
(
と
)
、

6
(よ

り
)
、
々
(
く
り
か
え
し
)
な
ど
、
使
用
頻
度
の
高
い
変
体

か
な
・
俗
字
・
合
字
体
等
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

一
、
原
本
採
用
の
閥
字
・
拾
頭
等
は
採
用
し
な
か
っ
た
。

て
原
本
の
明
ら
か
な
誤
字
は
当
該
文
字
の
右
に
(
)
を
付

し
、
校
訂
字
句
ま
た
は
校
訂
記
号
を
傍
註
し
た
。
ま
た
欠
損

文
字
は
口
な
ど
で
示
し
た
。

一
、
史
料
の
「
者
・
而
・
茂
・
与
・
江
」
は
、
活
字
ポ
イ
ン
ト
を

下
げ
た
。

(
表
紙
)上

奉
願
口
上
之
覚

一
裏
方
之
儀
者
、
亦
復
此
度
も
焼
失
に
及
候
処
、
当
御
殿
之
儀
者
、

何
等
之
御
厚
運
ニ
被
為
有
御
座
候
哉
。
外
御
構
筋
に
至
迄
御
別

条
不
被
為
在
、
尚
学
林
に
お
ゐ
て
も
講
堂
寮
舎
者
焼
失
仕
候
得

共
、
林
門
至
要
た
る
経
蔵
之
儀
者
別
条
無
之
段
、
一
同
如
何
計

歎
難
有
奉
恐
賀
候
。
然
に
当
度
之
儀
者
兵
災
に
而
尋
常
不
成
事

に
候
得
者
、
十
九
日
之
朝
迄
之
処
者
、
遠
方
之
回
禄
と
ハ
乍
申
、

屋
番
壱
両
人
留
置
其
余
林
門
一
同
御
殿
へ
駈
付
ケ
先
御
経
蔵
等

取
片
附
ケ
、
相
継
而
御
真
影
之
供
泰
仕
、
翌
廿
日
迄
於
大
谷
御

守
衛
申
上
居
候
得
共
、
火
之
手
八
方
に
相
分
れ
何
分
に
も
御
殿

迄
可
推
及
火
勢
に
相
成
候
故
、
御
救
火
之
た
め
壮
年
之
所
化
共

御
殿
之
方
江
馳
遣
し
、
直
様
鼓
楼
近
辺
之
町
屋
数
軒
解
き
崩
し
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候
。
然
ル
処
、
右
鼓
楼
近
辺
之
屋
立
と
申
中
に
も
、
大
和
屋
嘉

兵
衛
宅
之
儀
者
、
奥
行
且
裏
屋
之
処
鼓
楼
之
北
裏
口
、
尚
十
二

日
講
詰
所
挑
灯
講
詰
所
江
照
尺
計
り
に
隣
接
い
た
し
、
其
上
挑

灯
講
詰
所
之
納
屋
、
十
二
日
講
詰
所
之
庇
之
知
き
ハ
甚
古
き
抜

〔此
a
H
〉

茸
に
而
、
口
頃
之
照
続
き
に
候
得
者
畑
草
之
吸
殻
程
之
火
に
で

も
誤
火
と
も
可
相
成
危
き
場
所
柄
迄
、
細
ニ
気
を
附
ケ
叩
擢
き

救
火
者
ニ
も
幾
倍
い
た
し
候
程
之
働
き
に
及
、
右
鼓
楼
近
辺
之

屋
数
大
小
拾
軒
余
取
除
ケ
、
危
急
之
御
場
所
御
救
申
上
候
処
よ

り
此
御
類
焼
被
為
御
遁
候
得
者
、
此
度
之
御
類
焼
御
遁
之
儀
者
、

全
学
林
所
化
共
之
御
防
火
予
備
之
骨
折
に
而
御
座
候
。
尤
其
醐

所
化
計
り
ニ
而
余
人
立
合
不
申
と
申
訳
ニ
而
者
無
御
座
候
得
共
、

最
初
大
谷
よ
り
駈
付
ケ
候
醐
に
者
、
鼓
楼
前
に
町
奉
行
両
人
而

巳
に
而
余
人
者
一
人
も
寄
附
不
申
故
、
鼓
楼
近
辺
往
来
之
者
僧

侶
士
分
之
隔
無
く
、
御
内
之
人
と
見
受
候
へ
ハ
、
見
当
り
次
第

欲
及
抜
万
ニ
も
勢
を
示
し
て
差
迫
ま
り
而
遮
り
留
め
候
故
、
其

勢
に
被
化
追
々
轄
湊
い
た
し
候
得
者
、
た
と
ひ
所
化
之
外
に
余

人
何
程
相
集
り
候
と
も
其
本
に
引
戻
し
候
ハ
、
、
皆
所
化
共
防

火
心
切
之
働
に
而
可
在
之
。
左
候
得
者
如
何
之
言
上
に
候
得
共
、

此
度
之
御
類
焼
御
遁
に
付
而
者
何
様
之
預
御
重
賞
候
と
も
不
苦

次
第
二
而
御
座
候
者
、
就
右
近
世
有
志
之
輩
宿
望
之
次
第
懇
願

仕
度
、
其
仔
細
ハ
近
頃
一
両
年
之
処
に
至
り
、
別
而
仏
道
を
憎

ミ
徒
四
方
に
蜂
起
い
た
し
、
是
迄
之
憎
仏
之
所
業
と
ハ
百
倍
烈

鋪
相
成
、
仏
堂
を
焼
、
仏
像
を
段
ち
、
銅
像
を
鋳
潰
し
、
僧
兵

に
托
し
て
令
還
俗
、
尚
平
田
篤
胤
余
流
之
学
風
大
に
相
行
れ
、

庄
官
・
村
役
人
・
町
役
人
迄
が
仏
法
ハ
真
に
虚
誕
無
益
と
信
用

い
た
し
候
様
之
著
述
頻
に
上
木
、
四
方
に
相
弘
め
候
折
柄
ニ
候

得
者
、
先
達
而
伺
上
置
候
通
り
、
儒
学
館
・
他
学
館
・
宗
学
館

之
別
を
分
ち
学
林
之
旧
弊
一
洗
い
た
し
、
夏
間
た
り
と
も
五
百

七
百
之
所
化
相
集
り
抜
群
之
人
材
諸
国
へ
相
起
り
右
憎
仏
之
患

難
を
相
防
き
候
様
に
仕
度
、
然
ル
処
、
是
迄
之
寮
舎
に
而
ハ
十

分
に
相
収
候
と
も
二
百
余
に
不
満
事
故
、
右
之
大
挙
に
就
而
者

(
候
脱
カ
)

寮
舎
取
広
ケ
不
甲
者
而
者
、
事
被
相
行
難
申
儀
に
付
、
幸
ひ
此

度
類
焼
之
折
柄
ニ
候
也
ハ
、
学
林
町
之
地
面
外
町
江
移
替
之
相

談
被
致
候
人
家
も
可
有
之
。
就
右
五
六
百
余
之
所
化
住
居
被
致

候
様
之
寮
舎
之
地
面
、
此
度
所
化
共
御
防
火
之
為
御
賞
美
拝
領

被
仰
付
度
奉
願
上
候
。
右
者
近
年
有
志
一
同
之
懇
願
ニ
候
。
既

に
韓
少
人
数
之
所
化
サ
へ
も
、
吃
度
此
度
之
防
火
之
御
用
ニ
も

相
立
、
尚
御
真
影
之
御
守
衛
も
申
上
候
処
、
況
此
上
五
百
七
百

之
所
化
、
夏
中
・
夏
間
貫
き
徹
し
て
御
膝
許
へ
詰
合
候
ハ
、
斯

非
常
之
御
時
柄
ニ
而
兵
難
等
御
守
衛
之
御
手
当
ニ
も
可
相
成
候

問
、
何
卒
懇
願
之
趣
意
御
聞
済
被
成
下
度
奉
願
候
。

右
者
所
化
共
之
懇
願
ニ
ハ
候
得
共
、
其
旨
帰
す
る
処
全
く
御
殿
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之
御
為
筋
ニ
而
、
事
も
所
化
之
私
望
ニ
而
者
無
御
座
候
。
則
所

化
共
懇
願
之
趣
意
相
立
、
学
林
御
改
則
ニ
相
成
、
五
百
七
百
之

所
化
詰
合
候
様
ニ
相
成
候
ハ
、
、
自
然
ニ
近
国
者
勿
論
、
遠
因

辺
部
之
端
々
迄
僧
侶
之
意
得
方
行
蹟
迄
も
相
改
ま
り
、
正
義
よ

ヤ

マ

ツ

コ

り
御
取
持
等
も
仕
様
ニ
相
成
候
得
者
、
近
世
之
邪
謀
子
不
正
之

徒
、
今
年
あ
り
て
明
年
不
続
体
之
私
慾
之
言
上
筋
と
事
易
り

て
、
実
々
永
続
可
仕
大
確
策
ニ
候
得
者
、
其
辺
之
意
味
深
く
御

汲
取
り
被
成
下
、
宜
鋪
御
執
成
之
程
奉
希
候
。
己
上
。

元
治
元
甲
子
年

人
月

鳳
雲
(
花
押
)

介
石
(
花
押
)

御
本
山
御
役
人
中
様

前
書
之
通
り
銘
々
之
懇
願
ニ
御
座
候
問
、
何
卒
御
聞
済
被
成
下
度

奉
願
上
候
。
己
上
。

学
林
所
化
惣
代

替
年
惣
代悌
乗
(
花
押
)

陸
固
(
花
押
)

上
座
惣
代宗
淵
(
花
押
)

大
誼
(
花
押
)

璃
満
惣
代鵬
翼
(
花
押
)

瑞
雲
(
花
押
)

僧
宣
(
花
押
)

勧
学
惣
代善
譲
(
花
押
)

司
教
惣
代寛
寧
(
花
押
)

峻
嶺
(
花
押
)
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